
3

で
は
、
今
後
、
安
全
運
転
研
修
の
１
つ
の
コ
ー
ス

と
し
て
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
他
の
交
通

教
育
セ
ン
タ
ー
で
も
、
今
年
中
に
は
本
格
的
に
導

入
さ
れ
る
予
定
。

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
心
が
け
次
第
で
誰
で
も

簡
単
に
実
践
で
き
ま
す
。
た
だ
、
普
段
の
運
転
で

は
効
果
が
見
え
に
く
い
た
め
に
実
践
意
欲
が
薄
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
効
果
を
目
で
見
て
実

感
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
燃※

　

費
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
導
入
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
の
運
転
の
工
夫
で

燃
費
が
向
上
す
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
と
、
研
修
後
も
ご
自
身
で
実
践
し
て
み
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
中
村
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。

「
見
る
」・「
聞
く
」
だ
け
で
は
、
学
ん
だ
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
い
や
す
い
こ
と
か
ら
、
研
修
で
は

体
験
の
中
で
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。「
最
初
か
ら
知
識
を

教
え
込
む
の
で
は
な
く
て
、
ご
自
身
や

仲
間
と
効
果
的
な
運
転
方
法
を
探
し
て

も
ら
う
時
間
な
ど
、
自
ら
気
づ
き
、
挑

戦
す
る
時
間
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。
自

身
で
苦
労
し
て
運
転
方
法
を
導
き
出

し
、
さ
ら
に
専
門
的
知
識
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
こ
と
で
、
納
得
で
き
、
印
象
に
残

る
よ
う
で
す
」
と
中
村
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
は
話
す
。
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静岡ガス（株）[エコドライブ研修]

エコドライブの効果を実感し、
安全運転につなげる企業研修

４
月
９
日
、
交

通
教
育
セ
ン
タ
ー

レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名

湖
（
以
下
、
レ
イ

ン
ボ
ー
浜
名
湖
）

で
静
岡
ガ
ス
（
株
）

の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

研
修
が
行
わ
れ

た
。
同
社
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
天
然
ガ
ス

の
普
及
拡
大
に
務
め
る
企
業
と
し
て
、
環
境
へ
の

取
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
研
修
に

は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
す
る
担
当
者
で
あ
る

17
名
が
参
加
し
た
。

指
導
を
担
当
し
た
の
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

の
中
村
泰
宏
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
研
修
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
座
学
と
実
技
を
交

え
て
行
わ
れ
た
。

全
国
８
カ
所
に
あ
る
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン

タ
ー
（
も
て
ぎ
、
和
光
、
埼
玉
、
浜
松
、
浜
名
湖
、

鈴
鹿
、
福
岡
、
熊
本
）
で
は
、
企
業
向
け
の
安
全

運
転
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

研
修
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
企
業
か
ら
の
ニ

ー
ズ
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
回
初
め
て
レ
イ
ン
ボ

ー
浜
名
湖
で
開
催
さ
れ
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

燃
費
の
計
測
に
夢
中
に
な
る
と
、
信
号
待
ち
や

一
時
停
止
の
時
間
さ
え
も
っ
た
い
な
く
感
じ
て
し

ま
い
が
ち
だ
。
中
村
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

「
安
全
運
転
と
い
う
大
切
な
目
的
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
」
と
受
講
者
に
問
い
か
け
る
。

無
理
な
急
発
進
や
急
停
止
な
ど
を
し
な
い
運
転

で
あ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
安
全
運
転
に
も
つ
な

が
る
こ
と
を
こ
の
研
修
で
は
強
く
伝
え
て
い
る
。

緊
急
時
に
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
実
技
で
体
験
し
た
上
で
、
追
突
な
ど
急
ブ
レ
ー

キ
を
踏
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
を
自
ら
作
り

出
さ
な
い
よ
う
に
、
車
間
距
離
を
十
分
に
取
っ
た

安
全
運
転
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

参
加
し
た
受
講
者
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研
修
の
感

想
を
尋
ね
る
と
、「
こ
ん
な
に
燃
費
が
良
く
な
れ

ば
、
経
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）
も
浮
き
ま
す
」「
ア

ク
セ
ル
の
踏
み
方
な
ど
、
ク
ル
マ
の
こ
と
を
す
ご

く
意
識
し
て
運
転
し
た
」「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
や

さ
し
い
運
転
。
同
乗
者
や
周
囲
の
人
に
気
を
使
う

運
転
だ
と
わ
か
っ
た
」
な
ど
、
環
境
だ
け
で
な
く
、

家
計
や
ク
ル
マ
、
人
に
対
し
て
も
優
し
い
運
転
で

あ
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
さ
ら
に
、「
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
て
、
追
突
防
止
な
ど
の
安
全

運
転
に
つ
な
げ
た
い
」
と
、
受
講
者
の
安
全
運
転

へ
の
意
識
も
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。

走り出す時は、ふんわり
アクセル「eスタート」

発進・停止が多い市街地では、特に発進時に4
割近い燃料を消費する（（財）省エネルギーセ
ンター資料）。最初の5秒で20km／hを目安に、
やさしいアクセル操作でスタートすると、燃料
の無駄使いを防ぐことができる。

走行中は、周りの状況を
見ながら、なるべく
スピードは一定に

登り坂では、坂の手前から余裕を持ってアクセ
ルを踏み足す。下り坂では、アクセルを緩めて、
エンジンブレーキを有効に使う。走行中は、先
行車や信号の有無など周りの状況を見ながら、
無駄な加減速を抑えることで燃費が向上する。

減速・停止時、車間距離を
十分保ち、早めの
アクセルオフを

エンジン回転等、ある条件でアクセルから足を
離すと、燃料をまったく使わない状態になる
「フューエルカット」という機能が働く。車間
距離を十分保ち、早めにアクセルオフして、停
止位置に合わせて、ゆとりを持ったブレーキ操
作をすると安全運転にもつながる。

駐停車の時は、
アイドリングストップ

待ち合わせや荷物の積み下ろしなど、駐停車時のち
ょっとした待ち時間では、アイドリングストップが大切。
5分間のアイドリングでガソリン65ccを消費する。
駐停車時以外（特に交差点）でのアイドリングスト
ップにはいくつかの注意点がある。
詳しくは下記ホームページ参照
http://www.honda.co.jp/eco-drive/

走行前の点検・
チェックをしっかりと

走行前に、「計画的なドライブで無駄なく走行
できるか」、「荷物は軽く、余計な装備もはずし
ているか」、「タイヤの空気圧は最適にしている
か」チェックすることが大切。

連載 2

1

2

3

4 5

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
「
知
識
」
を

「
日
頃
の
運
転
で
実
践
」
に
変
え
る

教
え
込
む
の
で
は
な
く
、自
ら
考
え
、

発
見
し
、
納
得
す
る

環
境
・
家
計
・
ク
ル
マ
・

人
に
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

飛び出しなど緊急時を想定し、急ブレーキを体験

今までの車間距離は十分であったか
自ら振り返る

燃費マネージャー「フューエルカット」の状態では、
燃費計の瞬間燃費が99.9km/rと表示される

グループでエコドライブの効果的な
運転方法を話し合った

エコドライブの専門的知識を座学で確認

エコドライブのコツ

ポ
イ
ン
ト
○1

ポ
イ
ン
ト
○2

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運
転

ポ
イ
ン
ト
○3

※燃費マネージャー（燃費計）での計測体験
1回目：自分の車間距離の確認や、急ブレーキ体験な

どの安全運転研修を行う。その間、受講者に
内緒で燃費を計測。

2回目：エコドライブは意識せずに、普段通り走行。
3回目：受講者自身のイメージするエコドライブを実

践してもらい、燃費計を確認しながら燃費向
上に効果的な走行方法を試行錯誤してもらう。

4回目：計測3の後、どんな運転をしたら燃費が向上
したのか、受講者同士で話し合う。そして、
その意見を参考に、エコドライブに再度挑戦。

5回目：専門的知識を座学で学習した後、再び燃費を
計測。

受講者の計測結果の一例

1回目： 8.2km／r

2回目：10.3 km／r

3回目：11.7 km／r

4回目：12.8 km／r

5回目：13.5 km／r

燃費マネージャー（燃費計）を車
両に搭載し、燃費を計測


